
（様式）

達成度

評価対象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目
自己
評価

外部アン
ケート等

総合

本校Ｗｅｂページで「学校の様子がよく分かる」と保
護者の９０％以上が答えている。

○「学校ブログ」では日頃の学校生活について情報
発信し、本校の教育活動への理解・周知を図る。ま
た、Webページが閲覧しやすく、わかりやすい環境
設定になるように工夫･改善を図る。

Ａ Ａ Ａ

・９０．９％の保護者から肯定的な回答を得た。「ブロ
グの更新が頻繁にあり、とても良く伝わってくるので
良い」という一方で、「普段の授業の様子」や「クラ
ブ活動」、「細かな部分」、等がよくわからないという
一部の意見があった。保護者のニーズに立った作
成も検討する必要がある。

・教育活動の発信については、肯定的な意見の多
さからその成果が顕著に表れている。今後も多様
な形態で発信機会を確保することが望まれる。
・地域連携の強化策として、校内での外部向け販
売会の定期開催を提案したい。地域住民の理解
促進を図るだけでなく、生徒の能力や可能性を社
会に示す好機となるはずである。

・学校行事だけでなく、各学年の活動や普段の授
業、クラブ活動、等も広く記事として取り上げて教育
活動全体の様子がわかるように心がけてブログを
作成する。

管内の中学校・特別支援学校中学部の生徒、保
護者、教職員に対して５０回以上の説明の機会を
設ける。

○積極的に学校訪問を実施し、見学会や体験会、
相談会等への参加や特色ある教育活動に興味・
関心をもってもらえるように､広報活動の工夫に努め
る。

Ａ Ａ Ａ

・学校見学会２回、中学生作業体験会２回、中学
校職員見学会１回、中学校訪問を２６校、個別対応
の見学会２２回を実施した。中学校訪問は高崎市
等を中心に訪問したため、訪問数は減少した。しか
し、高校在籍生徒や県外校の生徒からも個別見学
があったことからも継続した広報の役割と効果は大
きいと考えられる。

・矢中地区公民館での展示は地域理解に繋がるた
め、今後も継続を期待する。
・学校訪問数や作業体験会などの新たな試みが功
を奏し、志願者数も大幅に増加した。これらの活動
は、本校の教育に対する関心を高める上で極めて
有効であり、今後も積極的な情報発信と交流機会
の創出に努めていただきたい。

・見学会のほかに中３生の作業体験会の機会を提
供できたことは、入学者選抜の大幅な出願者数増
加につながったと考えられる。学科との連携を意識
して、販売会や文化祭等についても広報できる機
会として活用していく。また、個別見学の案内が不
定期のため、各月にまとめて効率よく実施できるよう
に年間予定に位置づけて実施する。

２　保護者、地域、関係機
関との共通理解が深まり、
有効な支援が行われてい
ますか。

「個別の教育支援計画が有効に利用されている」と
保護者・教員の95％以上が答えている。

学習指導

〇「個別の教育支援計画」と生徒指導や進路指
導。そして日々の生活指導などとの関連について
学校全体で理解を共通にし、様々な面談や担当
者会議等の場面でも積極的に生かすようにしてい
く。

Ａ Ａ Ａ

・内部外部ともに95.0％以上の肯定的評価となり、
課題と捉えていた理解の共通化は進んでいると思
われる。特に、保護者からは「A はい」だけで60.6％
の高評価を得ることができた。

・保護者の肯定的評価から、A評価は妥当である。
今後は社会や家庭環境の変化に応じた新たな取り
組みが求められる。教育効果を最大化するために
は、保護者と教員が目標や支援方法、役割分担を
共通理解することが不可欠であり、引き続き連携体
制の強化を図っていくことが望ましい。

・今後も、分かりやすく丁寧な説明を心がけるととも
に、組織的・協働的な指導や支援につながるように
「個別の教育支援計画」の利活用を進めていく。

支援を行った地域の高等学校等から、９０％以上の
満足度を得ている。

〇支援要請を受け速やかに日程調整を行い、相
談内容や対象校の実態を踏まえた最適な支援ス
タイルで対応する。
〇共有した情報や具体的な支援方法等をまとめた
「相談記録」を作成し、適切な指導ができるように対
象校へ提供する。

Ａ Ａ Ａ

・依頼校からの全ての要請に対応し、学校の希望
に合わせて日程調整をし、訪問相談を行った。す
べてのケースで「相談記録」作成をし、実施校から
９０％以上の満足度を得ることができた。

・実施校から9割以上の高い満足度を得ており、地
域のセンター的機能としての役割を十分に果たし
ている。今後も各機関との連携を深めつつ、支援要
請が集中する時期でもを迅速に対応できる体制整
備が不可欠だ。記録の適切性や活用状況を定期
的に確認し、更なる機能強化を期待したい。

・相談記録をその後の支援に役立ててもらうため、
相談後のフォローや確認を、時期を決めて行う。

情報提供の機会を設定し、参加者の９０％以上から
満足を得ている。

○高等学校等のニーズの把握に努め、「サポート通
信」の発行、「個別相談会」「特別支援教育推進研
修会」「学校見学会」の開催、などにより情報提供を
行う。

Ａ Ｂ Ｂ

・「サポート通信」を月１回発行を行うことができた。
校内で通信を回覧して活用しているという報告が
あった。
・研修会の開催は行えなかった。

・「サポート通信」は個別支援や各校の参考として
好評を博し、センター的機能の役割を果たしてい
る。今後は高校側のニーズをより的確に把握し、そ
れに即した情報提供や研修会を開催することが課
題だ。現場の期待に応える更なる支援体制の充実
に努めて欲しい。

・研修会等の開催について、さまざまな高等学校の
ニーズから、具体的な研修を立案することに課題
がある。一方的な講義による研修ではなく、互いに
課題を具体的に話し合える研修の実施も検討す
る。

「『個別の指導計画』に基づいた、きめ細かな指導・
支援が行われている」と保護者・教員の９０％以上
が答えている。

学習指導
〇「個別の指導計画」と「年間指導計画」との整合
性を図るとともに、個に応じた教育課程の編成と授
業実践への具体化について組織的な改善を図る。

Ａ Ａ Ａ

９5.5％の保護者から肯定的な回答を得た。前年度
からの大きな変化はないものの、数値目標に達する
ことができた。

・厚い信頼を得てのA評価は妥当。今後は教員の
負担に配慮しつつ、全体指導と個別支援を両立す
る効率的な運用が求められる。現状の取組を継続
しながらも、生徒一人ひとりの特性に応じた授業づく
りに一層の時間をかけ、支援の更なる充実を図っ
ていただきたい。

・指導計画および学習計画の改善を組織的に進め
るため、生徒の特性及び実態の深い理解に基づい
て、柔軟な教育課程の具体化を図っていきたいと
考える。

いじめの防止に向けた本校の取り組みについて保
護者の95％以上が満足している。

生徒指導

〇いじめの未然防止、早期発見、事案への迅速な
対応に努め、生徒や保護者が安心して学校生活
が送れるよう、組織対応の実効性のための職員研
修を充実し、いじめ防止指導の徹底を図る。

Ｂ Ｂ Ｂ

・ホームページや保護者会で説明はしているが、学
校評価アンケート結果から保護者の理解は目標に
達していない。

・いじめの未然防止や早期発見に向けた、きめ細
かな対応を評価する。昨今の複雑な家庭環境や
児童生徒の状況を鑑みると、家庭の理解と地域の
協力は不可欠だ。今後は情報発信の方法を工夫
し、保護者への説明内容や手順を改めて検討する
ことで、より強固な連携体制の構築に努めていただ
きたい。

・職員研修において組織的で迅速な対応を目指し
て共通理解を図るとともに、保護者への周知も適宜
実施し、生徒及び保護者が安心できる学校づくりに
努める。

５　指導内容の確実な定着
を図る授業が行われていま
すか。

年間で一人2回以上の授業参観と授業検討会への
参加をし、保護者・教員の９５％以上が肯定的評価
をしている。

学習指導
〇全教職員参加の校内研修だけでなく、授業検討
や教科会などの担当者ごとの研修機会を学習指
導部主導で企画・実施する。

Ｂ Ａ Ａ

・98.5％の保護者から肯定的な回答を得た。一方
で、校内では肯定的な評価は90％に満たないとい
う結果となり、記述には自己内省の要素が多い。

・研修のための研修に陥らず、日頃の生徒観察に
基づき「何を習得させるか」を重視した授業改善を
求める。実社会で役立つ力を育むための実効性あ
る研修を実施し、生徒一人ひとりが有用な資質・能
力を身に付けられる教育活動の更なる充実に期待
したい。

・生徒の実態等の多様化に対応しうる教材研究や
特別支援に関わる専門性の充実を望む意見が多
い。研修ニーズを精査して、指導や授業の改善に
向けた効率的・実践的な取組を検討していきた
い。

６　健康に関する配慮や対
応を適切に行っています
か。

生徒一人一人の健康上の配慮や対応、感染症対
策について保護者の９５％以上が満足している。

○日々、生徒の健康状態をきめ細かく把握し、保
護者や医師、関係機関と連携した健康管理に努め
る。
○感染症についての理解を深め、生徒一人一人
が感染症対策を取れるように徹底する。

Ｂ Ｂ Ｂ

・感染症対策について明確な基準を設けていない
ことも要因のため、満足度で目標に達していない。
・養護教諭と学担が連携を取り、生徒の健康状態
の情報交換を密にしていく。

・感染症対策は、教職員間の共有に加え家庭との
連携が不可欠だ。健康管理の重要性を生徒・保護
者に周知し、将来の就労を見据えた健康維持の意
義も伝える必要がある。養護教諭のみならず、組織
全体で健康教育の充実に努めていただきたい。

・感染症対策については、特にインフルエンザ流行
時期の手洗いやマスク着用の徹底など、今後とも
継続していく必要がある。
・養護教諭に一任するだけでなく、生徒の健康に関
しては、教職員間で情報を共有する必要があるた
め、徹底に向けて工夫や改善を行う。

７　危機管理体制が確立さ
れ、緊急時への備えができ
ていますか。

火災・地震、不審者など、緊急時の対応や避難経
路について生徒の9０％以上が理解している。

○火災・地震、不審者など、様々な災害を想定し
た避難訓練（避難経路の確認等）を実践するととも
に、学校と保護者が連携した危機管理体制の構築
を図り、安全・安心な学校づくりに努める。

Ａ Ａ Ａ

・火災や地震に対する避難訓練において、消防署
や防災業者と連携した実践的な訓練を実施し、緊
急時の対応が概ね理解できているとの評価であ
る。

・昨今の環境変化を鑑み、想定外の事態に備えた
実践的な安全管理が不可欠だ。予告なしの避難
訓練を継続し、マニュアルも常に最新の情報へ更
新していただきたい。また、不審者対策訓練の実施
も有用である。多様な場面を想定した訓練を通じ、
学校全体の危機管理能力を一層高めることを期待
する。

・生徒及び職員の安全確保に向け、より実践的な
訓練の実施に努めていきたい。また、予告なしの避
難訓練を行うことで、より一層災害時に自ら判断す
るという機会をつくる。
・不審者対応訓練が未実施のため、来年度に向け
実施を検討していく。

８　キャリア教育の視点か
ら、指導内容を整理して系
統的な指導を行っています
か。

「学校は生徒の将来の自立に向けて必要な内容を
指導している」と保護者・教職員の８０％以上が答え
ている

〇進路指導年間計画、キャリア教育全体計画、
キャリア教育年間計画に基づいて、個々の生徒に
合わせた指導を行う。学習の成果をキャリアパス
ポートに綴じ、面談等で保護者との情報共有に活
用する。

Ａ Ａ Ａ

・保護者の97％から肯定的な回答を得た。自由記述欄
にも相談のしやすさや、将来を見据えた指導内容につい
て書かれており、必要な情報共有を行えたことが高評価
につながったと思われる。

・キャリアパスポートは小中学校や保護者との連携
強化により、将来を見据えた指導が期待できる。一
方で、限られた時間の中で教育効果を高めるに
は、生徒・教職員の負担軽減を図りつつ、その有用
性を最大限に引き出すための運用改善を検討する
必要がある。

・進路指導年間計画等に基づいて、個々の生徒に
合わせた指導を継続して行っていくとともに、生徒
の学習状況をキャリアパスポートも活用しながら保
護者と十分に共有していく。

９　保護者、関係機関との
連携のもとに発達段階に応
じた進路指導を行っていま
すか。

保護者・関係機関を招いた情報提供の場を年間5
回以上開催し、保護者・関係機関の９０％以上が満
足している。

○昨年度の各行事のアンケートをもとに、関係機関
の選定や、提供する情報の精選、日程調整等を行
う。

Ａ Ａ Ａ

・保護者の92.4％から肯定的な回答を得た。昨年
度と違う企業や福祉サービス事業所に見学を受け
入れていただいたり情報提供していただいたことが
高評価につながったと考える。

・保護者の92.4％から得た高い肯定評価は、新規
の実習先開拓等の成果と言える。企業が保護者へ
直接説明する機会を設けることは、卒業後の不安
解消に極めて有効であり、今後も継続を期待する。

・保護者の行事参加率をあげる働きかけを継続し
て行うとともに、その時々に必要な情報を精選しな
がら、必要な時期に伝えられるよう努める。

達成状況の分析 学校関係者評価 次年度の課題

Ⅴ  将来の生き
方に結びつく進
路指導を行って
いますか。

羅 針 盤

Ⅰ　幼児児童生
徒の地域におけ
る豊かな生活の
実現に向けて努
めていますか。

点検・評価

３　障害のある幼児児童生
徒の教育について、助言援
助に努めていますか。

１  保護者、地域、関係機
関に学校の教育活動につ
いて、具体的に伝えていま
すか。

４　個に応じたきめ細かな
指導を行っていますか。

進路指導

群 馬 県 立 高 崎 高 等 特 別 支 援 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 （ 令 和 ７ 年 度 版 ）

方　　　　策

Ⅱ  地域の特別
支援に関するセ
ンター的な役割
を果たしていま
すか。

Ⅳ  健康や安全
の確保に努めて
いますか。

Ⅲ  幼児児童生
徒一人一人の実
態に応じた適切
な指導をしてい
ますか。

教務

コーディ
ネータ

保健保安


